
  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

⑴　第79号 令和７年８月１日い は ら き 身 障 福 祉 第79号　⑽令和７年８月１日 い は ら き 身 障 福 祉

編

　集

　後

　記

　
本
年
度
第
１
回
目
の
広
報
紙
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　
今
夏
も
災
害
級
の
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
室
内
で
も
油
断
せ
ず
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
冷
房
の
活
用

を
忘
れ
ず
に
。
外
出
時
は
帽
子
・
日

傘
・
通
気
性
の
良
い
服
装
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
市
町
村
で
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
外
出
を
控
え
が
ち
な
こ
の
暑
さ
の

中
で
も
、
孤
立
し
な
い
暮
ら
し
は
大

事
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

令
和
７
年
度

　
茨
城
県
身
体
障
害
者

　
福
祉
団
体
連
合
会

　
定
時
総
会
開
催

令
和
７
年
度

　
茨
城
県
身
体
障
害
者

　
福
祉
団
体
連
合
会

　
定
時
総
会
開
催

　
令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
茨
城
県
身
体
障
害定時総会

荻

　津

　和

　良

軍

　司

　有

　通

吉

　沢

　
　
　馨

米

　川

　正

　典

石

　津

　初

　美

村

　上

　克

　行

今

　井

　輝

　勝

坂

　場

　篤

　視

藤

　枝

　文

　江

森

　住

　純

　一

葛

　野

　や
す
子

鈴

　木

　隆

　雄

小

　林

　聖

　司

根

　本

　貴

　幸

軽

　部

　
　
　剛

鈴

　木

　聡

　幸

藤

　田

　賢

　司

稲

　田

　
　
　真

染

　谷

　秀

　樹

会

　
　長

副

会

長

副

会

長

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

専
務
理
事

監

　
　事

監

　
　事

監

　
　事

令
和
７
年
度

役

　
　
　員

令
和
７
年
度

　
　
臨
時
理
事
会

令
和
７
年
度

　
　
臨
時
理
事
会

　
定
時
総
会
閉
会
後
に
臨
時
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
・
副
会
長
・
専

務
理
事
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
（
代
表
理
事
）
に
荻
津
和
良

理
事
、
副
会
長
に
軍
司
有
通
理
事
と

吉
沢
馨
理
事
の
２
名
、
専
務
理
事
（
業

務
執
行
理
事
）
に
鈴
木
聡
幸
理
事
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

者
福
祉
団
体
連
合
会
の
令
和
７
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
津
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

を
代
表
し
て
伊
藤
康
司
県
障
害
福
祉

課
課
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
荻
津
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
６
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
６
度
収
支
決
算

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
３
議
案
を
一
括
し
て
事
務
局
か

ら
説
明
し
、
米
川
監
事
の
監
査
結

果
報
告
の
後
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　理
事
・
監
事
の
選
任

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
理
事

16
名
監
事
３
名
が
原
案
の
と
お
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配
分

金
」
を
受
け
て
発

行
し
て
い
ま
す
。

１
申
請
書
様
式
の
変
更

・
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
様
式

が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

２
標
章
の
交
付
対
象
者
の
代
理
人
の
み

が
警
察
署
に
来
署
さ
れ
、
申
請
す
る

場
合
に
お
け
る
証
明
書
類
の
追
加

・
本
人
が
実
在
す
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

例：委
任
状
、住
民
票
（
写
し
可
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
な
ど

第79号
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県
内
に
住
所
を
有
し
、
茨
城
県

警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
駐
車
禁
止
除

外
指
定
車
標
章
交
付
対
象
者
（
身

体
障
害
者
等
）
に
つ
い
て
』
に
記

載
の
あ
る
障
害
の
区
分
・
級
別
に

該
当
す
る
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

https://w
w
w
.pref.ibaraki.j

p/kenkei/a06_shinsei/stre
et_traffi

c/no_parking/no_p
arking.htm

l

　
詳
し
く
は
、
お
住
い
管
轄
の
警
察

署
、
又
は
県
警
本
部
交
通
規
制
課

（
０
２
９–

３
０
１–

０
１
１
０
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の

交
付
申
請
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

身
体
障
害
者
等
除
外
標
章

交
付
対
象
者



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。
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１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

 

事
業
計
画

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

ナイスハート美術展審査会

団体長会議（オンライン会議）

立看板「やさしさを行動に」

　
こ
の
四
月
か
ら
、
障
害
福
祉
課
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

合
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

障
害
者
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

や
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
運
営
の
ほ
か
、

身
体
障
害
者
相
談
員
の
研
修
な
ど
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
の
障
害
者
福
祉
施
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
三
月
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き

障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

を
基
本
理
念
に
、「
活
力
が
あ
り
、
県

民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
を
目
指
し
、

権
利
擁
護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡

大
、
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
な
ど
、
障

害
者
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
四

月
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正

に
よ
り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
県
で
設
置
し
て
い
る
「
茨

城
県
障
害
者
差
別
相
談
室
」
と
連
携

し
、
積
極
的
に
周
知
啓
発
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
機

会
の
拡
大
に
向
け
て
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
に
つ
い
て
、「
茨
城
県

共
同
受
発
注
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

自
主
製
品
の
販
路
拡
大
や
農
福
連
携

に
よ
る
工
賃
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、

今
年
度
よ
り
、
パ
ラ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

発
掘
・
育
成
を
目
標
と
し
て
、
障
害

者
の
ア
ー
ト
作
品
の
認
知
拡
大
等
に
向

け
た
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の

あ
る
人
が
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
獲
得
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
引
き
続
き
、
障
害
の
あ
る

方
や
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
様
が
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
か
つ
適
切
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
効

率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
み
、
身
体

障
害
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下
「
日

身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
と
の

連
携
を
密
に
し
、
国
県
等
の
動
向
に

関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
会
員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟

団
体
等
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
国
県
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
運
転
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適

切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
を
行
う
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問

題
の
解
決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提
供
を
行
う

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ｅ
メ
ー
ル

な
ど
を
活
用
し
て
県
等
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
７
年
６
月
27
日（
金
）

　
第
２
回
：
令
和
８
年
３
月
上
旬

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
：
令
和
７
年
10
月
16
日（
木
）

・
場
　
所
：
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ロ
ゼ
ホ
ー
ル

・
講
　
演
：
嵯
峨
根
望
氏
（
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
代
表
）「
僕
の
宝
物
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）

・
場
　
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
：
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

・
事
業
内
容
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口

に
「
や
さ
し
を
行
動
に
」
の
立
看

板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、
県
主
催

啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収

集
と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
日
身
連
が

開
催
す
る
大
会
等
や
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
会
議

に
参
加
す
る
。

①
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
か
な
が
わ
大
会

・
開
催
担
当
：
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市

・
開
催
日
：
令
和
７
年
６
月
11
日
（
水
）

〜
12
日
（
木
）

・
内
　
容
：
福
祉
大
会
、
日
身
連
評

議
員
会
、
座
談
会

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

　
構
　
成
：
10
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
（
７
／
10
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
埼
玉
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
（
10
／
30
〜
31
）

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者
福

祉
会
連
合
会
（
８
／
１
）

・
会
場
　
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の

激
励
等

　
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
や
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
７
年
７
月
23
日
（
水
）

②
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

◆
県
北
・
鹿
行
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
５
日
（
金
）

◆
県
央
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
26
日
（
金
）

　
※
会
場
は
①
・
②
と
も
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
監
　
査
　
　
５
月
13
日
（
火
）

　
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
27
日
（
火
）

　
　
第
２
回
　
令
和
８
年
３
月

　
総
　
会
　
　
６
月
13
日
（
金
）

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長

　

伊
藤

　康
司



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑶　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑵い は ら き 身 障 福 祉

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

 

事
業
計
画

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

ナイスハート美術展審査会

団体長会議（オンライン会議）

立看板「やさしさを行動に」

　
こ
の
四
月
か
ら
、
障
害
福
祉
課
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連

合
会
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

障
害
者
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

や
障
害
者
福
祉
バ
ス
の
運
営
の
ほ
か
、

身
体
障
害
者
相
談
員
の
研
修
な
ど
各

種
事
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
県
の
障
害
者
福
祉
施
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
三
月
に
策
定

さ
れ
ま
し
た
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き

障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、「
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

を
基
本
理
念
に
、「
活
力
が
あ
り
、
県

民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
を
目
指
し
、

権
利
擁
護
の
推
進
や
就
労
機
会
の
拡

大
、
文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
な
ど
、
障

害
者
施
策
の
総
合
的
な
推
進
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
四

月
か
ら
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正

に
よ
り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配

慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
県
で
設
置
し
て
い
る
「
茨

城
県
障
害
者
差
別
相
談
室
」
と
連
携

し
、
積
極
的
に
周
知
啓
発
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
機

会
の
拡
大
に
向
け
て
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
に
つ
い
て
、「
茨
城
県

共
同
受
発
注
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、

自
主
製
品
の
販
路
拡
大
や
農
福
連
携

に
よ
る
工
賃
向
上
に
取
り
組
む
ほ
か
、

今
年
度
よ
り
、
パ
ラ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

発
掘
・
育
成
を
目
標
と
し
て
、
障
害

者
の
ア
ー
ト
作
品
の
認
知
拡
大
等
に
向

け
た
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
障
害
の

あ
る
人
が
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の
獲
得
に
向
け

た
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
で
は
、
引
き
続
き
、
障
害
の
あ
る

方
や
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
様
が
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
か
つ
適
切
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
効

率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
み
、
身
体

障
害
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下
「
日

身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
と
の

連
携
を
密
に
し
、
国
県
等
の
動
向
に

関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
会
員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟

団
体
等
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
国
県
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
運
転
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適

切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
を
行
う
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問

題
の
解
決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提
供
を
行
う

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ｅ
メ
ー
ル

な
ど
を
活
用
し
て
県
等
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
７
年
６
月
27
日（
金
）

　
第
２
回
：
令
和
８
年
３
月
上
旬

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
：
令
和
７
年
10
月
16
日（
木
）

・
場
　
所
：
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ロ
ゼ
ホ
ー
ル

・
講
　
演
：
嵯
峨
根
望
氏
（
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
代
表
）「
僕
の
宝
物
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）

・
場
　
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
：
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

・
事
業
内
容
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口

に
「
や
さ
し
を
行
動
に
」
の
立
看

板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、
県
主
催

啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収

集
と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
日
身
連
が

開
催
す
る
大
会
等
や
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
会
議

に
参
加
す
る
。

①
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
か
な
が
わ
大
会

・
開
催
担
当
：
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市

・
開
催
日
：
令
和
７
年
６
月
11
日
（
水
）

〜
12
日
（
木
）

・
内
　
容
：
福
祉
大
会
、
日
身
連
評

議
員
会
、
座
談
会

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

　
構
　
成
：
10
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
（
７
／
10
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
埼
玉
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
（
10
／
30
〜
31
）

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者
福

祉
会
連
合
会
（
８
／
１
）

・
会
場
　
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の

激
励
等

　
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
や
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
７
年
７
月
23
日
（
水
）

②
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

◆
県
北
・
鹿
行
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
５
日
（
金
）

◆
県
央
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
26
日
（
金
）

　
※
会
場
は
①
・
②
と
も
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
監
　
査
　
　
５
月
13
日
（
火
）

　
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
27
日
（
火
）

　
　
第
２
回
　
令
和
８
年
３
月

　
総
　
会
　
　
６
月
13
日
（
金
）

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

茨
城
県
福
祉
部
障
害
福
祉
課
長

　

伊
藤

　康
司



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑸　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑷い は ら き 身 障 福 祉

（単位：千円）

　
障
害
者
福
祉

バ
ス
は
、
各
種

講
演
会
・
研
修

会
・
講
習
会
・

社
会
見
学
・
機

能
回
復
訓
練
・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
に
幅
広
く

ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
福
祉
バ
ス
は
１
台
で
運
行
し
て
お
り
、

代
わ
り
の
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
災
害
、
天
候
不
順
、
バ
ス
の
緊

急
整
備
、
乗
務
員
の
不
測
の
事
態
（
病

気
等
）
に
よ
り
、
運
行
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
に
際
し

て
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
に
あ
た
っ
て
の

お
こ
と
わ
り

令和７年度収支予算

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費 240 240 0
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金 23,698 19,163 4,535
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金 4,640 4,490 150
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金 200 200 0
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金 250 250 0
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金 400 400 0
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息等 1 1 0
　　　　 経常収益計 29,429 24,744 4,685
　　（２）経常費用
　　　　　　事業費
    　　　　　 給料手当 3,087 3,038 49
　　　　　　　 報酬 3,261 3,100 161
　　　　　　　 諸手当 2,355 2,231 124
　　　　　　　 共済費 1,506 1,452 54
　　　　　　　 旅費交通費 240 263 △ 23
　　　　　　　 備品費 9 9 0
　　　　　　　 需用費 6,331 2,574 3,757
　　　　　　　 役務費 563 478 85
　　　　　　　 使用料及び賃借料 1,154 1,039 115
　　　　　　　 報償費 880 803 77
　　　　　　　 公課費 75 75 0
　　　　　　　 業務委託費 5,022 4,783 239
　　　　　　　 補助金 1,592 1,372 220
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 120 120 0

　　　　　　事業費計 26,195 21,337 4,858
　　　　　　管理費
　　　　　　　 会議費 250 250 0
　　　　　　　 給料手当 1,323 1,302 21
　　　　　　　 報酬 362 344 18
　　　　　　　 諸手当 693 655 38
　　　　　　　 共済費 408 397 11
　　　　　　　 旅費交通費 97 97 0
　　　　　　　 備品費 0 0 0
　　　　　　　 需用費 395 395 0
　　　　　　　 役務費 209 209 0
　　　　　　　 公課費 66 66 0
　　　　　　　使用料及び賃借料 125 125 0
　　　　　　　分担金 160 160 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 100 100 0

　　　　　　管理費計 4,188 4,100 88
　　　　 経常費用計 30,383 25,437 4,946

　　　　当期経常増減額 △ 954 △ 693
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 954 △ 693

令和7年4月１日から令和8年3月31日

　
ご
利
用
の
際
は
、
左
記
委
託
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）

水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

有
限
会
社
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

T
E
L
　
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

F
A
X
　
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

　
・
申
込
み
…
６
ヶ
月
前
か
ら
（
先
着
順
）

　
・
利
用
条
件
…
利
用
す
る
障
害
者
10

　
　
名
以
上
又
は
障
害
者
福
祉
関
係
者

　
　
20
名
以
上
（
乗
車
定
員
31
名
）

　
・
運
行
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時

※
運
行
時
間
と
は
福
祉
バ
ス
が
定
置
場

（
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所
）
を
出
庫
し
て
か
ら
定

置
場
に
戻
る
ま
で
の
時
間
で
す
。

　
・
運
行
範
囲
…
県
内
、
隣
接
県
（
福

島
・
栃
木
・
千
葉
・
埼
玉
県
）、

群
馬
県
、
東
京
都

　
・
料
金
…
原
則
無
料

　
・
運
行
日
…
年
末
年
始
（
12
月
28
日

　
　
〜
１
月
４
日
）
を
除
き
、
曜
日
に

　
　
関
係
な
く
運
行

※
宿
泊
利
用
も
可
（
実
費
負
担
あ
り
）

障害者福祉バス

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
か
つ
適
切
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
効

率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
み
、
身
体

障
害
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下
「
日

身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
と
の

連
携
を
密
に
し
、
国
県
等
の
動
向
に

関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
会
員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟

団
体
等
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
国
県
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
運
転
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適

切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
を
行
う
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問

題
の
解
決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提
供
を
行
う

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ｅ
メ
ー
ル

な
ど
を
活
用
し
て
県
等
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
７
年
６
月
27
日（
金
）

　
第
２
回
：
令
和
８
年
３
月
上
旬

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
：
令
和
７
年
10
月
16
日（
木
）

・
場
　
所
：
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ロ
ゼ
ホ
ー
ル

・
講
　
演
：
嵯
峨
根
望
氏
（
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
代
表
）「
僕
の
宝
物
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）

・
場
　
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
：
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

・
事
業
内
容
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口

に
「
や
さ
し
を
行
動
に
」
の
立
看

板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、
県
主
催

啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収

集
と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
日
身
連
が

開
催
す
る
大
会
等
や
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
会
議

に
参
加
す
る
。

①
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
か
な
が
わ
大
会

・
開
催
担
当
：
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市

・
開
催
日
：
令
和
７
年
６
月
11
日
（
水
）

〜
12
日
（
木
）

・
内
　
容
：
福
祉
大
会
、
日
身
連
評

議
員
会
、
座
談
会

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

　
構
　
成
：
10
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
（
７
／
10
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
埼
玉
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
（
10
／
30
〜
31
）

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者
福

祉
会
連
合
会
（
８
／
１
）

・
会
場
　
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の

激
励
等

　
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
や
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
７
年
７
月
23
日
（
水
）

②
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

◆
県
北
・
鹿
行
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
５
日
（
金
）

◆
県
央
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
26
日
（
金
）

　
※
会
場
は
①
・
②
と
も
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
監
　
査
　
　
５
月
13
日
（
火
）

　
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
27
日
（
火
）

　
　
第
２
回
　
令
和
８
年
３
月

　
総
　
会
　
　
６
月
13
日
（
金
）

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

　
６
月
27
日
（
金
）、
セ
キ
シ
ョ
ウ・ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
第

令
和
７
年
度
第
一
回

茨
城
県
障
害
者
社
会

参
加
推
進
協
議
会
の
開
催

一
回
茨
城
県
障
害

者
社
会
参
加
推

進
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和

６
年
度
事
業
報

告
及
び
令
和
７

年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
、「
障
害

者
福
祉
の
集
い
」

や
「
障
害
者
福

祉
バ
ス
」
等
に
関

す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑸　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑷い は ら き 身 障 福 祉

（単位：千円）

　
障
害
者
福
祉

バ
ス
は
、
各
種

講
演
会
・
研
修

会
・
講
習
会
・

社
会
見
学
・
機

能
回
復
訓
練
・

ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
に
幅
広
く

ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　
福
祉
バ
ス
は
１
台
で
運
行
し
て
お
り
、

代
わ
り
の
バ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
災
害
、
天
候
不
順
、
バ
ス
の
緊

急
整
備
、
乗
務
員
の
不
測
の
事
態
（
病

気
等
）
に
よ
り
、
運
行
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
に
際
し

て
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

利
用
に
あ
た
っ
て
の

お
こ
と
わ
り

令和７年度収支予算

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

Ⅰ
基
本
方
針

　
国
に
お
い
て
は
、
全
て
の
国
民
が

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
第
５
次
障
害

者
基
本
計
画
に
即
し
て
、
障
害
者
の

自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
等
の
た

め
の
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
政
府
一
体
で
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ

り
、
事
業
者
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
化
さ
れ
、
国
・
地
方
公

共
団
体
相
互
の
連
携
強
化
や
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め

の
支
援
措
置
の
強
化
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
茨
城
県
に
お
い
て
は
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
完
全
参
加
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、「
活
力
が

あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
第
３
期
新
い
ば
ら
き
障
害

者
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
引
き
続
き

障
害
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進
が

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

科　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　  　受取会費
　　　　　　　 正会員受取会費 240 240 0
　　　　　  受取補助金等
　　　　　　　 県補助金 23,698 19,163 4,535
　　　　　　受取委託金
　　　　　　　 県委託金 4,640 4,490 150
　　　　　　受取配分金
　　　　　　　 受取配分金 200 200 0
　　　　　　受取寄付金
　　　　　　　 受取寄付金 250 250 0
　　　　　　割戻金
　　　　　　　 割戻金 400 400 0
　　　　　  雑収入
　　　　　　　 受取利息等 1 1 0
　　　　 経常収益計 29,429 24,744 4,685
　　（２）経常費用
　　　　　　事業費
    　　　　　 給料手当 3,087 3,038 49
　　　　　　　 報酬 3,261 3,100 161
　　　　　　　 諸手当 2,355 2,231 124
　　　　　　　 共済費 1,506 1,452 54
　　　　　　　 旅費交通費 240 263 △ 23
　　　　　　　 備品費 9 9 0
　　　　　　　 需用費 6,331 2,574 3,757
　　　　　　　 役務費 563 478 85
　　　　　　　 使用料及び賃借料 1,154 1,039 115
　　　　　　　 報償費 880 803 77
　　　　　　　 公課費 75 75 0
　　　　　　　 業務委託費 5,022 4,783 239
　　　　　　　 補助金 1,592 1,372 220
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 120 120 0

　　　　　　事業費計 26,195 21,337 4,858
　　　　　　管理費
　　　　　　　 会議費 250 250 0
　　　　　　　 給料手当 1,323 1,302 21
　　　　　　　 報酬 362 344 18
　　　　　　　 諸手当 693 655 38
　　　　　　　 共済費 408 397 11
　　　　　　　 旅費交通費 97 97 0
　　　　　　　 備品費 0 0 0
　　　　　　　 需用費 395 395 0
　　　　　　　 役務費 209 209 0
　　　　　　　 公課費 66 66 0
　　　　　　　使用料及び賃借料 125 125 0
　　　　　　　分担金 160 160 0
　　　　　　　減価償却費 0 0 0
　　　　　　　雑費 100 100 0

　　　　　　管理費計 4,188 4,100 88
　　　　 経常費用計 30,383 25,437 4,946

　　　　当期経常増減額 △ 954 △ 693
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 954 △ 693

令和7年4月１日から令和8年3月31日

　
ご
利
用
の
際
は
、
左
記
委
託
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
）

水
戸
市
浜
田
町
４
１
５
番
地
３

有
限
会
社
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所

T
E
L
　
０
２
９‒

２
２
８‒

３
３
３
３

F
A
X
　
０
２
９‒

２
２
２‒

２
５
３
７

　
・
申
込
み
…
６
ヶ
月
前
か
ら
（
先
着
順
）

　
・
利
用
条
件
…
利
用
す
る
障
害
者
10

　
　
名
以
上
又
は
障
害
者
福
祉
関
係
者

　
　
20
名
以
上
（
乗
車
定
員
31
名
）

　
・
運
行
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時

※
運
行
時
間
と
は
福
祉
バ
ス
が
定
置
場

（
ａ
ｃ
ｃ
研
究
所
）
を
出
庫
し
て
か
ら
定

置
場
に
戻
る
ま
で
の
時
間
で
す
。

　
・
運
行
範
囲
…
県
内
、
隣
接
県
（
福

島
・
栃
木
・
千
葉
・
埼
玉
県
）、

群
馬
県
、
東
京
都

　
・
料
金
…
原
則
無
料

　
・
運
行
日
…
年
末
年
始
（
12
月
28
日

　
　
〜
１
月
４
日
）
を
除
き
、
曜
日
に

　
　
関
係
な
く
運
行

※
宿
泊
利
用
も
可
（
実
費
負
担
あ
り
）

障害者福祉バス

図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
会
と
し
て
は
、
会
員
団
体
や
身

体
障
害
者
相
談
員
、
障
害
者
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
て
、
共
生
社
会
実

現
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
や
国
等

の
障
害
者
福
祉
制
度
等
に
係
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
ほ
か
、
よ
り
多

く
の
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

る
た
め
障
害
者
福
祉
バ
ス
事
業
を
円

滑
か
つ
適
切
に
行
っ
て
い
く
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
お
い
て
効

率
的
な
会
運
営
に
取
り
組
み
、
身
体

障
害
者
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、Ｉ
Ｔ
な
ど
を
上
手
に
活
用

し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
（
以
下
「
日

身
連
」
と
い
う
。）
や
茨
城
県
等
と
の

連
携
を
密
に
し
、
国
県
等
の
動
向
に

関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
会
員
団
体
及
び
日
身
連
加
盟

団
体
等
と
の
情
報
交
換
や
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
い
、
共
生
社
会
を
目

指
す
た
め
の
施
策
が
一
層
充
実
す
る

よ
う
国
県
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Ⅱ
事
業
計
画

１
．
障
害
者
福
祉
バ
ス
運
営
事
業

　
よ
り
多
く
の
障
害
者
の
社
会
参
加

を
促
進
す
る
た
め
、
安
全
運
転
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
適

切
な
運
営
を
行
う
よ
う
事
業
者
の
指

導
を
行
う
。

２
．
身
体
障
害
者
福
祉
活
動
推
進
事
業

⑴
福
祉
活
動
推
進
事
業

　
障
害
者
に
対
す
る
生
活
、
医
療
、

就
労
及
び
年
金
な
ど
の
各
種
情
報
の

収
集
・
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
の
も
と
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
問

題
の
解
決
に
努
め
る
。

⑵
福
祉
Ｆ
Ａ
Ｘ
設
置
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
事
業

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
障
害
者
の
日
常
生
活
や
就
労
な
ど

に
関
す
る
情
報
や
国
の
制
度
改
正
に
関

す
る
情
報
な
ど
の
収
集
・
提
供
を
行
う

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ｅ
メ
ー
ル

な
ど
を
活
用
し
て
県
等
関
係
機
関
や
団

体
等
と
の
連
絡
や
情
報
交
換
を
行
う
。

⑶
広
報
事
業

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
て
お
知
ら
せ
等
の
情
報

発
信
を
行
う
。

　
ま
た
、
機
関
紙
『
い
は
ら
き
身
障
福

祉
』
を
年
２
回
発
行
し
、
会
員
団
体
を

は
じ
め
市
町
村
や
関
係
機
関
・
団
体
に

広
く
配
布
し
、
障
害
者
福
祉
制
度
等
の

動
向
や
本
会
の
活
動
状
況
等
に
関
す
る

広
報
に
努
め
、
障
害
者
施
策
の
周
知
・

啓
発
を
図
る
。（
機
関
紙
の
主
た
る
財

源･･･

共
同
募
金
配
分
金
）

３
．
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
運
営
費
補

助
事
業

　
本
会
加
盟
三
団
体
に
対
し
各
団
体
の

独
自
事
業
の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
運

営
費
（
事
業
費
）
補
助
金
を
交
付
す
る
。

　
１
団
体  

4
5
7
，
０
０
０
円
補
助

４
．
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

　
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
生
活
の

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

関
係
機
関
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
た

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

次
の
事
業
を
行
う
。

①
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
　

　
第
１
回
：
令
和
７
年
６
月
27
日（
金
）

　
第
２
回
：
令
和
８
年
３
月
上
旬

②
障
害
者
福
祉
の
集
い

・
開
催
日
：
令
和
７
年
10
月
16
日（
木
）

・
場
　
所
：
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

ロ
ゼ
ホ
ー
ル

・
講
　
演
：
嵯
峨
根
望
氏
（
東
京
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
日
本
代
表
）「
僕
の
宝
物
」

③
障
害
者
福
祉
団
体
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
８
年
２
月
13
日（
金
）

・
場
　
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

・
内
　
容
：
未
定

④
障
害
者
週
間
啓
発
事
業

・
障
害
者
週
間

　
12
月
３
日
（
水
）
〜
９
日
（
火
）

・
事
業
内
容
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
出
入
口

に
「
や
さ
し
を
行
動
に
」
の
立
看

板
掲
出
・
懸
垂
幕
掲
揚
、
県
主
催

啓
発
事
業
へ
の
参
画

５
．
関
係
障
害
者
福
祉
団
体
等
連
携
事
業

⑴
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
収

集
と
全
国
の
障
害
者
福
祉
団
体
と

の
連
携
を
図
る
た
め
、
日
身
連
が

開
催
す
る
大
会
等
や
関
東
甲
信
越

静
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
主
催
の
会
議

に
参
加
す
る
。

①
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
か
な
が
わ
大
会

・
開
催
担
当
：
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、

川
崎
市

・
開
催
日
：
令
和
７
年
６
月
11
日
（
水
）

〜
12
日
（
木
）

・
内
　
容
：
福
祉
大
会
、
日
身
連
評

議
員
会
、
座
談
会

②
日
身
連
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会

　
構
　
成
：
10
都
県
５
政
令
指
定
都
市

◆
団
体
長
会
議

・
開
催
団
体
　
茨
城
県
身
体
障
害
者

福
祉
団
体
連
合
会
（
７
／
10
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
）

◆
代
表
者
会
議

・
開
催
団
体
　
埼
玉
県
身
体
障
害
者
福

祉
協
議
会
（
10
／
30
〜
31
）

◆
障
害
者
相
談
員
研
修
会

・
開
催
団
体
　
栃
木
県
身
体
障
害
者
福

祉
会
連
合
会
（
８
／
１
）

・
会
場
　
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

⑵
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の

激
励
等

　
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
加
す
る
本
県

選
手
団
に
対
す
る
激
励
や
応
援
等
を

行
う
。

　
ま
た
、
茨
城
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
席
し
、
参
加
選
手
へ
の
激

励
や
応
援
等
を
行
う
。

６
．
相
談
員
活
動
強
化
事
業

　
身
体
障
害
者
相
談
員
の
資
質
の
向
上

と
相
談
員
相
互
の
一
層
の
連
携
を
図
る

た
め
、
茨
城
県
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
と
共
催
で
、
中
央
研
修
会
、

地
区
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域
で
の
相

談
員
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

①
身
体
障
害
者
相
談
員
中
央
研
修
会

・
開
催
日
：
令
和
７
年
７
月
23
日
（
水
）

②
身
体
障
害
者
相
談
員
地
区
研
修
会

◆
県
北
・
鹿
行
・
県
西
地
区

・
開
催
日
　
９
月
５
日
（
金
）

◆
県
央
・
県
南
地
区

・
開
催
日
　
９
月
26
日
（
金
）

　
※
会
場
は
①
・
②
と
も
セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館

７
．
要
望
活
動

　
身
体
障
害
者
福
祉
施
策
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
団
体
の
意
向
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
て
は
日
身
連
を
通

じ
て
、
ま
た
、
県
に
対
し
て
は
県
域

の
福
祉
団
体
で
構
成
す
る
茨
城
県
社

会
福
祉
予
算
対
策
委
員
会
を
通
じ
て

要
望
活
動
を
行
う
。

８
．
そ
の
他

⑴
会
議
の
開
催

　
監
　
査
　
　
５
月
13
日
（
火
）

　
理
事
会

　
　
第
１
回
　
５
月
27
日
（
火
）

　
　
第
２
回
　
令
和
８
年
３
月

　
総
　
会
　
　
６
月
13
日
（
金
）

⑶
事
務
局
体
制

　
３
名
体
制
（
事
務
局
長
、
嘱
託
職

員
２
名
）
で
執
行
す
る
。

　
６
月
27
日
（
金
）、
セ
キ
シ
ョ
ウ・ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
第

令
和
７
年
度
第
一
回

茨
城
県
障
害
者
社
会

参
加
推
進
協
議
会
の
開
催

一
回
茨
城
県
障
害

者
社
会
参
加
推

進
協
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和

６
年
度
事
業
報

告
及
び
令
和
７

年
度
事
業
計
画

に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
、「
障
害

者
福
祉
の
集
い
」

や
「
障
害
者
福

祉
バ
ス
」
等
に
関

す
る
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑺　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

　
障
害
及
び
障
害
者
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
」

を
茨
城
県
及
び
茨
城
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　（
受
付
12
時
30
分
〜
）

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

  

運
営
の
基
本
方
針

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
県
、
市
町
村
及
び
各
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一 

就
労
支
援
と
総
合
相
談
の
実
施

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
就
労
相
談

『
令
和
７
年
度
障
害
者

福
祉
の
集
い
』
開
催
の

ご
案
内

  

令
和
７
年
度
の
主
な
事
業

　
今
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
　
６
月
20
日
（
金
）

　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

　
　
グ
福
祉
会
館

②
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会 

　
　
７
月
13
日
（
日
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
研
修
会

　
　
７
月
25
日
（
金
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

③
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会（
第
一
回
）

　
　
９
月
６
日
（
土
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

④
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
９
月
20
日
（
土
）

　
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
体

　
　
育
館

⑤
団
体
交
流
会

　
　
10
月
２
日
（
木
）

　
　
大
子
広
域
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

⑥
山
・
銀
輪
の
集
い

　
　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
偕
楽
園
公
園

⑦
若
人
の
集
い
（
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会
）

　
　
11
月
29
日
（
土
）

　
　
龍
ケ
崎
市
総
合
体
育
館

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

⑧
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会（
第
二
回
）

　
　
12
月
14
日
（
日
）

　
　
ホ
テ
ル･
ザ･

ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
水
戸

⑨
役
員
研
修
会

　
　
令
和
８
年
１
月
22
日（
木
）･

23
日（
金
）

　
　
い
こ
い
の
村
涸
沼

 

令
和
７
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
髙
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

副
会
長
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

副
会
長
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

副
会
長
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

副
会
長
　
　
尾
上
孝
俊
（
常
総
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

理
　
事
　
　
小
松
崎
進
（
笠
間
市
）

理
　
事
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

理
　
事
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

理
　
事
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

理
　
事
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

理
　
事
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

理
　
事
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

監
　
事
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

○
場
　
所
　
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ロ
ゼ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
常
陸
大
宮
市
中
富
町

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
3
1
3
5‒

6

○
参
加
者

　
障
害
者
・
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知

的
障
害
者
相
談
員
・
民
生
（
児
童
）
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
団
体
等
の
関
係
者
、

一
般
県
民

○
内
　
容

講
　
演
「
僕
の
宝
物
」

　
講
　
師
　
嵯
峨
根
　
望
　
氏

　
　
　
　
　（
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ

　
　
　
　
　
テ
ィ
ン
グ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
日
本
代
表
）

○
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

　
T
E
L
　
０
２
９‒

２
４
１‒

８
２
９
５

　
F
A
X
　
０
２
９‒

２
４
３‒

７
４
９
０

令和７年度通常総会

講師（嵯峨根　望氏）

開会宣言　荻津会長

吉沢薫副会長

活
動
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

二 

結
婚
相
談
の
促
進

　
身
体
障
害
者
が
良
き
配
偶
者
に
め

ぐ
り
会
え
る
よ
う
相
談
に
応
じ
、
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に

新
規
登
録
者
の
加
入
促
進
に
努
め
ま

す
。

三 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
関
係
機
関
と
の
協
力
や
支
援
を
基

に
、
友
愛
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
各

種
事
業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

四 

要
望
活
動
等
の
取
り
組
み

　
障
害
者
福
祉
に
係
る
施
策
の
更
な

る
推
進
に
向
け
て
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

五 

一
般
社
団
法
人
と
し
て
適
正
な
運
営

　
平
成
25
年
に
一
般
社
団
法
人
へ
移

行
。
引
き
続
き
適
正
か
つ
円
滑
な
法

人
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
通
常
総
会

　
令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）、セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
で
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
米
川
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
退
任
し

た
市
町
村
会
長
（
前
古
河
市
身
体
障
害

者
（
児
）
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
）
赤

坂
昇
一
様
へ
の
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
賓
祝
辞･

紹
介
の
後
、
議
事

に
入
り
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
令

和
六
年
度
収
支
決
算
及
び
公
益
目
的
支

出
計
画
の
実
施
状
況
の
二
議
案
が
審
議

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　「
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

か
な
が
わ
大
会
」
が
６
月
11
日
（
水
）
か

ら
12
日
（
木
）
の
２
日
間
、
神
奈
川
県

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

会
場
に
参
集
し
て
の
開
催
は
、
令
和
元
年

度
の
秋
田
県
以
降
、
実
に
６
年
ぶ
り
と
な

り
、
２
日
間
で
延
べ
９
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
日
身
連
定
時
評
議
員

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、「
防
災
」
を
テ
ー

マ
に
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
実
情
や

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
の
発
表
が

あ
り
、
そ
の
後
、
防
災
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
２
日
目
は
、パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
ノ
ー

ス
を
会
場
に
福
祉
大
会
か
な
が
わ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
式
典
は
、
当
会
荻
津
和
良
会
長

『
第
70
回 

日
本
身
体

 
障
害
者
福
祉
大
会

 
か
な
が
わ
大
会
』開
催

の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
内
藤
則
義
神

奈
川
県
身
連
会
長
、
阿
部
一
彦
日
身
連
会

長
か
ら
の
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
黒
岩

祐
治
神
奈
川
県
知
事
な
ど
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
障
害
者
福
祉
に
寄
与
し
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
50
名
の
方
が
「
日
身
連
会
長

表
彰
」
を
受
け
ら
れ
、
当
会
か
ら
は
吉

沢
薫
副
会
長
（
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会

長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
会
宣
言
、
大
会
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
決
議
】

一
、
日
身
連
及
び
加
盟
団
体
連
携
の
も

と
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
ろ
う

一
、
障
害
当
事
者
参
画
の
も
と
で
障
害
関

係
施
策
を
促
進
さ
せ
よ
う

一
、
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
用
と
周
知

徹
底
を
図
ろ
う

一
、
実
効
性
の
あ
る
災
害
時
の
障
害
者
支

援
体
制
を
構
築
さ
せ
よ
う

一
、
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
解
啓

発
を
促
進
さ
せ
よ
う

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　令
和
７
年
度
事
業
計
画



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑺　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑹い は ら き 身 障 福 祉

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

会
員
団
体
の
動
き

会
員
団
体
の
動
き

　
障
害
及
び
障
害
者
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
茨
城
県
障
害
者
福
祉
の
集
い
」

を
茨
城
県
及
び
茨
城
県
障
害
者
社
会
参

加
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
　
時
　
10
月
16
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　（
受
付
12
時
30
分
〜
）

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

  

運
営
の
基
本
方
針

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
の
た
め
県
、
市
町
村
及
び
各
団
体
等

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一 

就
労
支
援
と
総
合
相
談
の
実
施

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
県
な
ど
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
就
労
相
談

『
令
和
７
年
度
障
害
者

福
祉
の
集
い
』
開
催
の

ご
案
内

  

令
和
７
年
度
の
主
な
事
業

　
今
年
度
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

①
地
区
就
労
支
援
相
談
員
研
修
会

　
　
６
月
20
日
（
金
）

　
　
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

　
　
グ
福
祉
会
館

②
ゆ
う
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表
会 

　
　
７
月
13
日
（
日
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
研
修
会

　
　
７
月
25
日
（
金
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

③
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会（
第
一
回
）

　
　
９
月
６
日
（
土
）

　
　
会
場
は
①
に
同
じ

④
ゆ
う
あ
い
卓
球
大
会

　
　
９
月
20
日
（
土
）

　
　
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園
体

　
　
育
館

⑤
団
体
交
流
会

　
　
10
月
２
日
（
木
）

　
　
大
子
広
域
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

⑥
山
・
銀
輪
の
集
い

　
　
10
月
31
日
（
金
）

　
　
偕
楽
園
公
園

⑦
若
人
の
集
い
（
ボ
ッ
チ
ャ
交
流
会
）

　
　
11
月
29
日
（
土
）

　
　
龍
ケ
崎
市
総
合
体
育
館

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

⑧
結
婚
相
談
事
業
日
曜
交
流
会（
第
二
回
）

　
　
12
月
14
日
（
日
）

　
　
ホ
テ
ル･

ザ･

ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
水
戸

⑨
役
員
研
修
会

　
　
令
和
８
年
１
月
22
日（
木
）･

23
日（
金
）

　
　
い
こ
い
の
村
涸
沼

 

令
和
７
年
度
役
員

　
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

名
誉
会
長
　
髙
木
　
昇
（
常
陸
太
田
市
）

相
談
役
　
　
髙
野
重
彦
（
龍
ケ
崎
市
）

会
　
長
　
　
米
川
正
典
（
鉾
田
市
）

副
会
長
　
　
中
島
秀
男
（
石
岡
市
）

副
会
長
　
　
藤
田
賢
司
（
大
子
町
）

副
会
長
　
　
石
津
初
美
（
鹿
嶋
市
）

副
会
長
　
　
村
上
克
行
（
龍
ケ
崎
市
）

副
会
長
　
　
尾
上
孝
俊
（
常
総
市
）

理
　
事
　
　
荻
津
和
良
（
茨
城
町
）

理
　
事
　
　
小
松
崎
進
（
笠
間
市
）

理
　
事
　
　
軍
司
有
通
（
那
珂
市
）

理
　
事
　
　
齊
藤
茂
雄
（
取
手
市
）

理
　
事
　
　
大
野
幸
一
（
美
浦
村
）

理
　
事
　
　
荒
井
栄
司
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

理
　
事
　
　
服
部
佳
子
（
下
妻
市
）

理
　
事
　
　
今
井
輝
勝
（
古
河
市
）

理
　
事
　
　
伊
藤
東
樹
（
青
年
部
会
）

監
　
事
　
　
山
間
松
代
（
神
栖
市
）

監
　
事
　
　
中
島
隆
久
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

○
場
　
所
　
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
ロ
ゼ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
常
陸
大
宮
市
中
富
町

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
3
1
3
5‒

6

○
参
加
者

　
障
害
者
・
身
体
障
害
者
相
談
員
・
知

的
障
害
者
相
談
員
・
民
生
（
児
童
）
委
員
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
団
体
等
の
関
係
者
、

一
般
県
民

○
内
　
容

講
　
演
「
僕
の
宝
物
」

　
講
　
師
　
嵯
峨
根
　
望
　
氏

　
　
　
　
　（
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ッ

　
　
　
　
　
テ
ィ
ン
グ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
日
本
代
表
）

○
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会

　
T
E
L
　
０
２
９‒

２
４
１‒

８
２
９
５

　
F
A
X
　
０
２
９‒

２
４
３‒

７
４
９
０

令和７年度通常総会

講師（嵯峨根　望氏）

開会宣言　荻津会長

吉沢薫副会長

活
動
等
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

二 

結
婚
相
談
の
促
進

　
身
体
障
害
者
が
良
き
配
偶
者
に
め

ぐ
り
会
え
る
よ
う
相
談
に
応
じ
、
出

会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に

新
規
登
録
者
の
加
入
促
進
に
努
め
ま

す
。

三 

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
関
係
機
関
と
の
協
力
や
支
援
を
基

に
、
友
愛
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
各

種
事
業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

四 

要
望
活
動
等
の
取
り
組
み

　
障
害
者
福
祉
に
係
る
施
策
の
更
な

る
推
進
に
向
け
て
、
関
係
機
関
へ
の

要
望
活
動
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

五 
一
般
社
団
法
人
と
し
て
適
正
な
運
営

　
平
成
25
年
に
一
般
社
団
法
人
へ
移

行
。
引
き
続
き
適
正
か
つ
円
滑
な
法

人
運
営
に
努
め
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
通
常
総
会

　
令
和
７
年
５
月
30
日
（
金
）、セ
キ
シ
ョ

ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館
で
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
米
川
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
退
任
し

た
市
町
村
会
長
（
前
古
河
市
身
体
障
害

者
（
児
）
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
）
赤

坂
昇
一
様
へ
の
表
彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
来
賓
祝
辞･

紹
介
の
後
、
議
事

に
入
り
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
令

和
六
年
度
収
支
決
算
及
び
公
益
目
的
支

出
計
画
の
実
施
状
況
の
二
議
案
が
審
議

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　「
第
70
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

か
な
が
わ
大
会
」
が
６
月
11
日
（
水
）
か

ら
12
日
（
木
）
の
２
日
間
、
神
奈
川
県

横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら

会
場
に
参
集
し
て
の
開
催
は
、
令
和
元
年

度
の
秋
田
県
以
降
、
実
に
６
年
ぶ
り
と
な

り
、
２
日
間
で
延
べ
９
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
日
身
連
定
時
評
議
員

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、「
防
災
」
を
テ
ー

マ
に
、
能
登
半
島
地
震
被
災
地
の
実
情
や

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
の
発
表
が

あ
り
、
そ
の
後
、
防
災
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
２
日
目
は
、パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
ノ
ー

ス
を
会
場
に
福
祉
大
会
か
な
が
わ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
式
典
は
、
当
会
荻
津
和
良
会
長

『
第
70
回 

日
本
身
体

 

障
害
者
福
祉
大
会

 

か
な
が
わ
大
会
』開
催

の
開
会
宣
言
で
始
ま
り
、
内
藤
則
義
神

奈
川
県
身
連
会
長
、
阿
部
一
彦
日
身
連
会

長
か
ら
の
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
黒
岩

祐
治
神
奈
川
県
知
事
な
ど
か
ら
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
障
害
者
福
祉
に
寄
与
し
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
50
名
の
方
が
「
日
身
連
会
長

表
彰
」
を
受
け
ら
れ
、
当
会
か
ら
は
吉

沢
薫
副
会
長
（
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会

長
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
会
宣
言
、
大
会
決
議
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
決
議
】

一
、
日
身
連
及
び
加
盟
団
体
連
携
の
も

と
、
組
織
体
制
の
強
化
を
図
ろ
う

一
、
障
害
当
事
者
参
画
の
も
と
で
障
害
関

係
施
策
を
促
進
さ
せ
よ
う

一
、
身
体
障
害
者
相
談
員
の
活
用
と
周
知

徹
底
を
図
ろ
う

一
、
実
効
性
の
あ
る
災
害
時
の
障
害
者
支

援
体
制
を
構
築
さ
せ
よ
う

一
、
改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理
解
啓

発
を
促
進
さ
せ
よ
う

一
般
社
団
法
人 

茨
城
県
身
体

障
害
者
福
祉
協
議
会

　
　令
和
７
年
度
事
業
計
画



　　　　 

  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑼　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑻い は ら き 身 障 福 祉

  

令
和
７
年
度
運
営
方
針

　
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
に
則
り
、
新

た
な
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
自
覚
と
責

任
の
も
と
組
織
の
管
理
運
営
を
実
践

し
、
事
業
運
営
の
透
明
性
向
上
や
財
務

規
律
強
化
等
に
取
り
組
み
、
自
ら
が
主

体
的
意
識
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
く
よ

う
、
組
織
運
営
の
適
正
化
や
財
務
基
盤

の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

　
ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担

い
手
と
し
て
、
よ
り
一
層
公
益
的
取
り

組
み
や
各
種
事
業
推
進
に
取
り
組
み
、

視
覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支

援
し
ま
す
。

１
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
あ
た

り
、
日
視
連
や
障
害
者
福
祉
団
体

等
と
の
連
携
や
相
互
交
流
を
図
り

ま
す
。

２
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
積
極

的
に
事
業
を
展
開
し
、
地
元
団
体
・

会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

３
　
第
四
期
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７

年
度
）
指
定
管
理
に
よ
り
受
託
運
営

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

す
る
「
茨
城
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
点
字
図
書
館
」
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
る
第
五
期
指
定
管
理
の
募
集
に
向

け
、
引
き
続
き
当
協
会
が
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
ま
す
。

４
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
声
の
掲
示

板
等
の
広
報
媒
体
を
最
大
限
に
活
用

し
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
を

よ
り
一
層
充
実
し
ま
す
。

５
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
等
に

対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・

問
題
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

課
題
解
決
に
向
け
た
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
の
運
営
や
、
外
出
時
の

移
動
・
視
覚
情
報
を
支
援
す
る
同

行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
事
業
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

６
　
障
害
者
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
市

町
村
に
対
し
、
補
装
具
・
日
常
生
活

用
具
等
、
市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障

害
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
格
差
解
消

に
向
け
た
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

７
　
令
和
８
年
度
開
催
の
「
日
視
連

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
視
覚
障
害
者
Ｓ
Ｔ

Ｔ
茨
城
大
会
」
に
向
け
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

８
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
茨
城
県

知
事
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
・
候

補
者
指
名
等
掲
示
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
事
業
　
　

１
．
指
定
管
理
事
業

①
点
字
図
書
の
閲
覧
・
貸
出
業
務

②
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

③
点
字
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

④
点
字
広
報
等
発
行
事
業

⑤
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業

⑥
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

⑦
生
活
訓
練
等
事
業

２
．
組
織
・
団
体
活
動
に
関
す
る
事
業

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

②
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

③
日
視
連
関
ブ
ロ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会

実
行
委
員
会
の
設
置

④
就
労（
あ
は
き
業
）
関
係

⑤
陳
情
・
要
望
活
動

３
．
地
域
生
活
支
援
に
関
連
す
る
事
業

①
市
町
村
広
報
等
の
発
行

②
選
挙
公
報
・
候
補
者
名
簿
の
作
成

③
会
議
、
案
内
資
料
等
の
点
字
版
作
成

④
水
戸
市
委
託
点
訳
奉
仕
員
養
成
研

修
の
開
催

⑤
研
修
会
・
講
習
会
等
支
援

⑥
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
開
催

４
．
社
会
参
加
促
進
に
関
す
る
事
業

①
関
係
団
体
と
の
相
互
交
流
等

②
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
文
化
活
動

③
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
当
事
者
相
談
）

の
実
施

④
福
祉
機
器
展
の
開
催

５
．
視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

  

令
和
７
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
軍
　
司
　
有
　
通

業
務
執
行
理
事
　
　
石
　
橋
　
秀
　
治

業
務
執
行
理
事
　
　
森
　
住
　
純
　
一

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　
野
　
や
す
子

理
　
事
　
　
　
　
　
稲
　
田
　
　
　
真

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　
林
　
茂
　
敏

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　
山
　
祐
　
介

理
　
事
　
　
　
　
　
川
　
口
　
里
　
江

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　
島
　
　
　
陵

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
嵩
　
浩

監
　
事
　
　
　
　
　
石
　
橋
　
丈
　
夫 「第59回日本視覚障害者団体連合関東ブロック協議会茨城大会」

【全体会議】（ホテルレイクビュー水戸）

ろう教育フォーラム2024

デフリンピック気運醸成イベント
「光刺激スタート発信装置（ランプ）体験」第21回茨城県聴覚障害者大会 in 古河

【基調講演】



　　　　 

  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

令和７年８月１日⑼　第79号 い は ら き 身 障 福 祉 令和７年８月１日 第79号　⑻い は ら き 身 障 福 祉

  

令
和
７
年
度
運
営
方
針

　
法
人
制
度
改
革
の
趣
旨
に
則
り
、
新

た
な
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
自
覚
と
責

任
の
も
と
組
織
の
管
理
運
営
を
実
践

し
、
事
業
運
営
の
透
明
性
向
上
や
財
務

規
律
強
化
等
に
取
り
組
み
、
自
ら
が
主

体
的
意
識
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
く
よ

う
、
組
織
運
営
の
適
正
化
や
財
務
基
盤

の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茨
城
県
聴
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画

社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会

　
　
令
和
７
年
度
事
業
計
画

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

　
ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担

い
手
と
し
て
、
よ
り
一
層
公
益
的
取
り

組
み
や
各
種
事
業
推
進
に
取
り
組
み
、

視
覚
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支

援
し
ま
す
。

１
　
組
織
運
営
や
事
業
活
動
に
あ
た

り
、
日
視
連
や
障
害
者
福
祉
団
体

等
と
の
連
携
や
相
互
交
流
を
図
り

ま
す
。

２
　
組
織
の
弱
体
化
防
止
の
た
め
積
極

的
に
事
業
を
展
開
し
、
地
元
団
体
・

会
員
と
の
緊
密
な
連
携
強
化
を
図
り

ま
す
。

３
　
第
四
期
（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７

年
度
）
指
定
管
理
に
よ
り
受
託
運
営

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

す
る
「
茨
城
県
立
視
覚
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
点
字
図
書
館
」
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
効
率
的
な
管
理
・
運

営
に
努
め
ま
す
。

　
　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
る
第
五
期
指
定
管
理
の
募
集
に
向

け
、
引
き
続
き
当
協
会
が
指
定
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
ま
す
。

４
　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
声
の
掲
示

板
等
の
広
報
媒
体
を
最
大
限
に
活
用

し
、
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
提
供
を

よ
り
一
層
充
実
し
ま
す
。

５
　
視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
等
に

対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・

問
題
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

課
題
解
決
に
向
け
た
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
の
運
営
や
、
外
出
時
の

移
動
・
視
覚
情
報
を
支
援
す
る
同

行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
事
業
等

に
取
り
組
み
ま
す
。

６
　
障
害
者
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
市

町
村
に
対
し
、
補
装
具
・
日
常
生
活

用
具
等
、
市
町
村
に
お
け
る
視
覚
障

害
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
格
差
解
消

に
向
け
た
働
き
か
け
を
進
め
ま
す
。

７
　
令
和
８
年
度
開
催
の
「
日
視
連

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
視
覚
障
害
者
Ｓ
Ｔ

Ｔ
茨
城
大
会
」
に
向
け
、
準
備
を

進
め
ま
す
。

８
　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
茨
城
県

知
事
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報
・
候

補
者
指
名
等
掲
示
の
作
成
に
つ
い
て

は
、
正
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
事
業
　
　

１
．
指
定
管
理
事
業

①
点
字
図
書
の
閲
覧
・
貸
出
業
務

②
点
訳
・
朗
読
奉
仕
員
養
成
事
業

③
点
字
即
時
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

④
点
字
広
報
等
発
行
事
業

⑤
視
覚
障
害
者
生
活
相
談
事
業

⑥
中
途
失
明
者
緊
急
生
活
訓
練
事
業

⑦
生
活
訓
練
等
事
業

２
．
組
織
・
団
体
活
動
に
関
す
る
事
業

①
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

②
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

③
日
視
連
関
ブ
ロ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
茨
城
大
会

実
行
委
員
会
の
設
置

④
就
労（
あ
は
き
業
）
関
係

⑤
陳
情
・
要
望
活
動

３
．
地
域
生
活
支
援
に
関
連
す
る
事
業

①
市
町
村
広
報
等
の
発
行

②
選
挙
公
報
・
候
補
者
名
簿
の
作
成

③
会
議
、
案
内
資
料
等
の
点
字
版
作
成

④
水
戸
市
委
託
点
訳
奉
仕
員
養
成
研

修
の
開
催

⑤
研
修
会
・
講
習
会
等
支
援

⑥
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修
の
開
催

４
．
社
会
参
加
促
進
に
関
す
る
事
業

①
関
係
団
体
と
の
相
互
交
流
等

②
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
・
文
化
活
動

③
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
当
事
者
相
談
）

の
実
施

④
福
祉
機
器
展
の
開
催

５
．
視
覚
障
害
者
支
援
用
具
斡
旋
事
業

  

令
和
７
年
度
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
軍
　
司
　
有
　
通

業
務
執
行
理
事
　
　
石
　
橋
　
秀
　
治

業
務
執
行
理
事
　
　
森
　
住
　
純
　
一

理
　
事
　
　
　
　
　
葛
　
野
　
や
す
子

理
　
事
　
　
　
　
　
稲
　
田
　
　
　
真

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　
林
　
茂
　
敏

理
　
事
　
　
　
　
　
大
　
山
　
祐
　
介

理
　
事
　
　
　
　
　
川
　
口
　
里
　
江

理
　
事
　
　
　
　
　
小
　
島
　
　
　
陵

監
　
事
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
嵩
　
浩

監
　
事
　
　
　
　
　
石
　
橋
　
丈
　
夫 「第59回日本視覚障害者団体連合関東ブロック協議会茨城大会」

【全体会議】（ホテルレイクビュー水戸）

ろう教育フォーラム2024

デフリンピック気運醸成イベント
「光刺激スタート発信装置（ランプ）体験」第21回茨城県聴覚障害者大会 in 古河

【基調講演】



  

基
本
方
針

１
．
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
向
上

　
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
の

拡
大
を
推
進
し
、
デ
フ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

お
よ
び
発
展
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
県
内
で
の
認
知
度
向
上
を
目

的
と
し
た
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
積
極

的
に
展
開
し
ま
す
。
学
校
や
自
治
体
と
の

連
携
を
強
化
し
、
講
演
会
や
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
茨
城

県
民
の
関
心
を
高
め
ま
す
。

⑴　第79号 令和７年８月１日い は ら き 身 障 福 祉 第79号　⑽令和７年８月１日 い は ら き 身 障 福 祉

編

　集

　後

　記

　
本
年
度
第
１
回
目
の
広
報
紙
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　
今
夏
も
災
害
級
の
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
。
室
内
で
も
油
断
せ
ず
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
冷
房
の
活
用

を
忘
れ
ず
に
。
外
出
時
は
帽
子
・
日

傘
・
通
気
性
の
良
い
服
装
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
、
市
町
村
で
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
外
出
を
控
え
が
ち
な
こ
の
暑
さ
の

中
で
も
、
孤
立
し
な
い
暮
ら
し
は
大

事
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

１
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会 

in

茨
城
の
成
功
に
向
け
た
取
り
組
み

　
本
協
会
が
主
管
す
る
関
東
ろ
う
あ
連

盟
体
育
部
主
催
の
「
第
54
回
関
東
ろ
う

者
体
育
大
会 

in 

茨
城
」
を
成
功
に
導
く

た
め
、
組
織
体
制
の
強
化
、
関
係
機
関

と
の
調
整
、
円
滑
な
運
営
計
画
の
策
定

を
進
め
ま
す
。競
技
リ
ー
ダ
ー
・サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、

行
政
と
の
協
力
を
図
り
、
参
加
者
が
安

心
し
て
競
技
に
臨
め
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
大
会
を
通
じ
て
デ
フ
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
も
寄
与
し
ま
す
。

３
．
国
際
手
話
言
語
デ
ー
の
認
知
拡
大

と
啓
発
活
動

　
９
月
23
日
の
「
国
際
手
話
言
語
デ
ー
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
、
茨
城
県

庁
で
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
実
施
を

要
望
し
ま
す
。

４
．
未
制
定
市
町
村
へ
の
手
話
言
語
条

例
の
制
定
促
進

　
茨
城
県
内
に
は
、
手
話
言
語
条
例
が

未
制
定
の
市
町
村
が
依
然
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。
手
話
言
語
条
例
の
意
義
や
必

要
性
を
行
政
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
、

条
例
制
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
強
化
し

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
手
話
通
訳

者
の
派
遣
体
制
や
情
報
保
障
の
充
実
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
関
係
団
体
や
当
事

者
と
協
力
し
な
が
ら
、
各
自
治
体
に
対

し
積
極
的
に
要
望
を
行
い
ま
す
。

  

事
業
計
画

１
．
第
６
回
耳
の
日
手
話
ま
つ
り（
担
当
：

企
画
委
員
会
）

２
．
高
齢
者
と
茶
話
会
（
担
当
：
福
祉

委
員
会
）

３
．
ろ
う
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
担
当
：
教

育
委
員
会
）

４
．
ろ
う
労
働
サ
ロ
ン
（
担
当
：
労
働
委

員
会
）

５
．
災
害
時
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会

（
担
当
：
防
災
委
員
会
）

６
．
機
関
紙
発
行
事
業
（
担
当
：
広
報

委
員
会
）

７
．
第
54
回
関
東
ろ
う
者
体
育
大
会（
開

催
：
茨
城
県
）

  

令
和
７
年
度
役
員

会
　
長
　
吉
　
沢
　
　
　
馨

副
会
長
　
鈴
　
木
　
隆
　
雄

理
　
事
　
根
　
本
　
貴
　
幸（
事
務
局
長
）

理
　
事
　
西
　
野
　
一
　
昭
（
会
計
部
長
）

理
　
事
　
小
　
林
　
聖
　
司

理
　
事
　
高
　
木
　
茂
　
晴

理
　
事
　
増
　
子
　
勝
　
也

理
　
事
　
軽
　
部
　
　
　
剛

理
　
事
　
今
　
井
　
利
　
幸

理
　
事
　
上
　
田
　
和
　
英

理
　
事
　
青
　
木
　
俊
　
彦

理
　
事
　
皆
　
川
　
雅
　
代

理
　
事
　
小
田
部
　
憲
　
子

理
　
事
　
宮
　
田
　
茂
　
樹

理
　
事
　
染
　
谷
　
秀
　
樹

理
　
事
　
菊
　
地
　
友
紀
子

理
　
事
　
黒
　
澤
　
弘
　
明
（
体
育
部
長
）

理
　
事
　
浅
　
野
　
　
　
弘
（
高
齢
部
長
）

理
　
事
　
豊
　
島
　
清
　
美
（
女
性
部
長
）

理
　
事
　
安
　
　
　
大
　
地
（
青
年
部
長
）

監
　
事
　
岡
　
野
　
伸
　
之

令
和
７
年
度

　
茨
城
県
身
体
障
害
者

　
福
祉
団
体
連
合
会

　
定
時
総
会
開
催

令
和
７
年
度

　
茨
城
県
身
体
障
害
者

　
福
祉
団
体
連
合
会

　
定
時
総
会
開
催

　
令
和
７
年
６
月
13
日
（
金
）、
セ
キ

シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉

会
館
に
お
い
て
、
茨
城
県
身
体
障
害定時総会

荻

　津

　和

　良

軍

　司

　有

　通

吉

　沢

　
　
　馨

米

　川

　正

　典

石

　津

　初

　美

村

　上

　克

　行

今

　井

　輝

　勝

坂

　場

　篤

　視

藤

　枝

　文

　江

森

　住

　純

　一

葛

　野

　や
す
子

鈴

　木

　隆

　雄

小

　林

　聖

　司

根

　本

　貴

　幸

軽

　部

　
　
　剛

鈴

　木

　聡

　幸

藤

　田

　賢

　司

稲

　田

　
　
　真

染

　谷

　秀

　樹

会

　
　長

副

会

長

副

会

長

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

理

　
　事

専
務
理
事

監

　
　事

監

　
　事

監

　
　事

令
和
７
年
度

役

　
　
　員

令
和
７
年
度

　
　
臨
時
理
事
会

令
和
７
年
度

　
　
臨
時
理
事
会

　
定
時
総
会
閉
会
後
に
臨
時
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
会
長
・
副
会
長
・
専

務
理
事
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
（
代
表
理
事
）
に
荻
津
和
良

理
事
、
副
会
長
に
軍
司
有
通
理
事
と

吉
沢
馨
理
事
の
２
名
、
専
務
理
事
（
業

務
執
行
理
事
）
に
鈴
木
聡
幸
理
事
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

者
福
祉
団
体
連
合
会
の
令
和
７
年
度

定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
荻
津
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

を
代
表
し
て
伊
藤
康
司
県
障
害
福
祉

課
課
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
荻
津
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

　令
和
６
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　令
和
６
度
収
支
決
算

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
に
つ
い
て

　
３
議
案
を
一
括
し
て
事
務
局
か

ら
説
明
し
、
米
川
監
事
の
監
査
結

果
報
告
の
後
、
全
員
異
議
な
く
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

　理
事
・
監
事
の
選
任

に
つ
い
て

　
任
期
満
了
に
伴
い
新
た
な
理
事

16
名
監
事
３
名
が
原
案
の
と
お
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

茨
城
県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　こ
の
広
報
紙
は
、

「
共
同
募
金
配
分

金
」
を
受
け
て
発

行
し
て
い
ま
す
。

１
申
請
書
様
式
の
変
更

・
障
害
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
様
式

が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

２
標
章
の
交
付
対
象
者
の
代
理
人
の
み

が
警
察
署
に
来
署
さ
れ
、
申
請
す
る

場
合
に
お
け
る
証
明
書
類
の
追
加

・
本
人
が
実
在
す
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

例：委
任
状
、住
民
票
（
写
し
可
）、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
写
し
な
ど

第79号
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県
内
に
住
所
を
有
し
、
茨
城
県

警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
駐
車
禁
止
除

外
指
定
車
標
章
交
付
対
象
者
（
身

体
障
害
者
等
）
に
つ
い
て
』
に
記

載
の
あ
る
障
害
の
区
分
・
級
別
に

該
当
す
る
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方

https://w
w
w
.pref.ibaraki.j

p/kenkei/a06_shinsei/stre
et_traffi

c/no_parking/no_p
arking.htm

l

　
詳
し
く
は
、
お
住
い
管
轄
の
警
察

署
、
又
は
県
警
本
部
交
通
規
制
課

（
０
２
９–

３
０
１–

０
１
１
０
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
７
月
１
日
か
ら

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の

交
付
申
請
の
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

身
体
障
害
者
等
除
外
標
章

交
付
対
象
者


